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4．土地区画整理事業、市街地再開発事業、道路、公園、駐車場等の公共の用に供する施設

の整備その他の市街地の整備改善のための事業に関する事項 

 

［1］市街地の整備改善の必要性  

 

① 現状分析                                  

石巻市の中心市街地は、国、県の地方機関や文化施設、商業施設、医療施設など市

民の生活を支える多様な都市機能が集積した歴史ある地区で、古くから市の中心的役

割を果たしてきた。その中心市街地は、東日本大震災により、住宅、店舗や行政施設

なども大きな被害を受け、住機能、商業環境だけでなく、交流機能、交通機能など市

民生活に欠かせない諸々のサービスが提供されていない状態が長く続いている。 

特に、住宅の再建は、防災・減災対策によって安心して暮らせる条件が不可欠であ

り、店舗の再建も顧客である市民が戻らないことで、経営者の投資が進んでいない状

況となっている。加えて、ＪＲ仙石線の開通にはまだ時間を要し、市民の通勤通学の

足が脆弱のままである。 

石巻市都市計画マスタープランでは、中心市街地は都市核拠点と位置づけられてお

り、商業機能や行政サービス機能、業務機能だけでなく居住機能や多くの人が集まる

多様で楽しめる機能を集積し、石巻市の顔として活性化に向けた事業が急がれている。 

 

② 事業の必要性                                

中心市街地の再生に向けては、震災前の状態に戻す復旧ではなく、市民の生命を守

る災害対策に万全を期し、魅力ある都市形成が不可欠である。津波復興拠点整備事業

による、（仮称）防災センターの建設整備、（仮称）ささえあいセンターの建設、駅前

のにぎわい交流広場整備事業、その他、市立病院の移転新築、道路整備等を進める。 

あわせて、民間で計画されている複数の市街地再開発事業との連携を図り、魅力的

な商業環境の整備や町並み景観を創出し、快適な都心居住環境の改善を図るとともに、

より使いやすい中心市街地をネットワーク化する歩行環境整備や駐車場整備を図る。 

公共事業と民間事業との融合により、都市整備を面的に一体的に実施する必要があ

る。 

 

③ フォローアップ                               

本基本計画に位置付けた事業は、年度ごとに事業の推進調査を行い、状況に応じて

必要な改善措置を講じる。 
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［2］具体的事業の内容 

（1）法に定める特別の措置に関連する事業 

該当なし 

 

（2）①認定と連携した支援措置のうち、認定と連携した特例措置に関連する事業 

事業名、内容 

及び実施時期 

実施 

主体 

目標達成のための 

位置付け及び必要性 

支援措置の 

内容及び 

実施時期 

その他 

の事項 

〔事業名〕 

かわまちづくり整

備事業（水辺の緑の

プロムナード） 

 

〔内容〕 

○遊歩道、休憩施

設、広場等の整備 

 

〔実施時期〕 

平成26年度～ 

平成 32年度 

国土交

通省 

・ 

市 

本事業は、河川堤防整備とあわ

せ、堤防や水辺を活かし一体とな

ったかわまちづくりを進めるも

のであり、再開発等のまちづくり

事業と連携した休憩施設や広場

などの賑わい空間を整備し、中心

市街地の賑わいと交流を再生し、

活性化を図る。本事業は、定住人

口、2拠点施設の利用者数及び歩

行者・自転車通行量の増加に効果

のある事業である。 

〔支援措置〕 

復興交付金（暮

らし・にぎわい

再生事業・効果

促進事業） 

 

〔実施時期〕 

平成 29 年度～

平成 32年度 

 

 

（2）②認定と連携した支援措置のうち､認定と連携した重点的な支援措置に関連する事業 

事業名、内容 

及び実施時期 

実施 

主体 

目標達成のための 

位置付け及び必要性 

支援措置の 

内容及び 

実施時期 

その他 

の事項 

〔事業名〕 

中瀬公園整備事業 

 

〔内容〕 

○賑わいの中心拠

点として整備 

○歴史伝承・学習の

場 

○旧北上川両岸と

の回遊性の創出（面

積3.6ha） 

 

〔実施時期〕 

市 市民の憩いの場として開放し、

石ノ森萬画館に来た観光客の滞

在時間を増やす。また、郊外に来

る人々を中心市街地に呼び込み、

旧北上川の景観を生かした「中心

市街地の魅力の発信の場」とす

る。 

本事業は、２拠点施設の利用者

数、歩行者・自転車通行量の増加

に効果のある事業である。 

[支援措置] 

社会資本整備

総合交付金（都

市公園・緑地等

事業） 

 

[実施時期] 

平成 29年度～ 

平成32年度 
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平成26年度～ 

平成32年度 

〔事業名〕 

石巻市流域関連公

共下水道整備事業 

 

〔内容〕 

○汚水管渠（面整

備）Ａ＝91.85ha  

 

〔実施時期〕 

平成3年度～ 

平成32年度 

市 旧北上川西部地区（石巻、河南

地区）の公共下水道事業を整備す

ることにより、浸水の防除ととも

に、生活排水及び工場排水などに

よる水質汚濁、悪臭等の不快感が

解消され、生活環境の改善が図ら

れる。 

本事業は、定住人口の増加に効

果のある事業である。 

 

〔支援措置〕 

社会資本整備

総合交付金（下

水道） 

 

〔実施時期〕 

平成26年度～ 

 

 

（3）中心市街地の活性化に資するその他の支援措置に関連する事業 

事業名、内容 

及び実施時期 

実施 

主体 

目標達成のための 

位置付け及び必要性 

支援措置の 

内容及び 

実施時期 

その他 

の事項 

〔事業名〕 

防災センター整備

事業 

 

〔内容〕 

○防災センターの

整備 

 

〔実施時期〕 

平成 26年度～ 

平成 30年度 

市 本市の都市核拠点である石巻

駅周辺地区において、市民の防災

教育、災害時の市民・来訪者の避

難や市民生活の復旧支援等を迅

速かつ確実に実施するための拠

点を整備する。 

本事業は、定住人口の増加に効

果のある事業である。 

 

〔支援措置〕 

復興交付金（津

波復興拠点整

備事業・基幹事

業） 

 

〔実施時期〕 

平成 26 年度～

平成 30年度 

 

〔事業名〕 

にぎわい交流広場

移設整備事業 

 

〔内容〕 

○交流広場の移設

整備 

 

〔実施時期〕 

市 にぎわい交流広場の敷地に市

立病院が建設されることに伴い、

新たににぎわい交流広場を移設

整備する。 

市民の憩いの場、交流の場、災

害時の市民・来訪者の避難や市民

生活の復旧支援等を迅速かつ確

実に実施するための拠点となる。 

本事業は、定住人口及び歩行

〔支援措置〕 

復興交付金（津

波復興拠点整

備事業・効果促

進事業） 

 

〔実施時期〕 

平成 26 年度～

平成 31年度 
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平成26年度～ 

平成 31年度 

者・自転車通行量の増加に効果の

ある事業である。 

〔事業名〕 

石巻駅前立体駐輪

場整備事業 

 

〔内容〕 

○立体駐輪場整備 

 

〔実施時期〕 

平成 26年度～ 

平成 28年度 

市 にぎわい交流広場の敷地に市

立病院が建設されることに伴い、

にぎわい交流広場を駅前駐輪場

に移設し、駅前駐輪場を駅東側に

立体駐輪場として整備する。 

本事業は、歩行者・自転車通行

量の増加に効果のある事業であ

る。 

〔支援措置〕 

復興交付金（再

開発事業・効果

促進事業） 

 

〔実施時期〕 

平成 26 年度～

平成 28年度 

 

〔事業名〕 

【再掲】中瀬公園整

備事業 

 

〔内容〕 

○賑わいの中心拠

点として整備 

○歴史伝承・学習の

場 

○旧北上川両岸と

の回遊性の創出（面

積3.6ha） 

 

〔実施時期〕 

平成26年度～ 

平成 32年度 

 

 

市 市民の憩いの場として開放し、

石ノ森萬画館に来た観光客の滞

在時間を増やす。また、郊外に来

る人々を中心市街地に呼び込み、

旧北上川の景観を生かした「中心

市街地の魅力の発信の場」とす

る。 

本事業は、2拠点施設の利用者

数、歩行者・自転車通行量の増加

に効果のある事業である。 

 

〔支援措置〕 

復興交付金（防

災集団移転促

進事業・効果促

進事業） 

 

災害復旧事業 

 

〔実施時期〕 

平成 26 年度～

平成 28年度 

 

 

 

〔事業名〕 

河川堤防整備事業 

 

〔内容〕 

○河川堤防の整備 

 

〔実施時期〕 

平成 26年度～ 

国土交

通省 

これまで無堤となっていた旧

北上川河口部において、洪水、高

潮、津波等から市街地を守る河川

堤防を整備する。 

整備にあたっては、中心市街地

の川沿いエリアにおいて進めら

れる、市街地再開発、土地区画整

理等の復興事業と連携しながら

〔支援措置〕 

 

 

〔実施時期〕 
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平成 32年度 進めていく。 

本事業は、定住人口の増加に効

果のある事業である。 

〔事業名〕 

新内海橋・西内海橋

整備事業 

 

〔内容〕 

○橋の架替え 

 

〔実施時期〕 

平成24年度～ 

平成 32年度 

宮城県 

 

震災により被害を受けたため、

橋の架替えを行う。 

新内海橋については、現在より

北側に移設し、立町大通り商店街

（国道398号）から直線で対岸ま

で通行可能となり、渋滞解消につ

ながる。西内海橋は中瀬地区への

アクセス道路として整備する。 

本事業は、定住人口及び歩行

者・自転車通行量の増加に効果の

ある事業である。 

〔支援措置〕 

災害復旧事業 

 

〔実施時期〕 

平成 24 年度～

平成 32年度 

 

 

〔事業名〕 

土地区画整理事

業・街路整備事業 

 

〔内容〕 

○土地区画整理事

業 

○道路整備 等 

 

〔実施時期〕 

平成 25年度～ 

平成 29年度 

市 （中央一丁目地区・1.5ha） 

土地の区画形質の変更、公共施

設の新設又は変更により、宅地の

利用増進を図る。併せて、地区内

の門脇稲井線の整備を行い、円滑

な道路交通の確保と良好な市街

地の形成に資する。 

本事業は、定住人口及び歩行

者・自転車通行量の増加に効果の

ある事業である。 

〔支援措置〕 

復興交付金（被

災市街地復興

土地区画整理

事業・基幹事

業） 

 

〔実施時期〕 

平成 25 年度～

平成 29年度 

 

 

〔事業名〕 

避難誘導表示板設

置事業 

 

〔内容〕 

○避難誘導表示板

等の設置 

 

〔実施時期〕 

平成 27年度～ 

市 津波からの迅速かつ安全な避

難を行うための、警告及び避難所

等を示した避難所案内地図、避難

誘導表示板を設置する。 

本事業は、定住人口、2拠点施

設の利用者数及び歩行者・自転車

通行量の増加に効果のある事業

である。 

〔支援措置〕 

復興交付金（被

災市街地復興

土地区画整理

事業・効果促進

事業） 

 

〔実施時期〕 

平成 27年度～ 

 

〔事業名〕 

【再掲】かわまちづ

国土交

通省 

本事業は、河川堤防整備とあわ

せ、堤防や水辺を活かし一体とな

〔支援措置〕 

地域再生戦略
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くり整備事業（水辺

の緑のプロムナー

ド） 

 

〔内容〕 

○遊歩道、休憩施

設、広場等の整備 

 

〔実施時期〕 

平成26年度～ 

平成 32年度 

・ 

市 

ったかわまちづくりを進めるも

のであり、再開発等のまちづくり

事業と連携した休憩施設や広場

などの賑わい空間を整備し、中心

市街地の賑わいと交流を再生し、

活性化を図る。 

本事業は、定住人口、2拠点施

設の利用者数及び歩行者・自転車

通行量の増加に効果のある事業

である。 

交付金 

 

〔実施時期〕 

平成 26 年度～

平成 28年度 

〔事業名〕 

かわまち交流拠点

整備事業 

 

〔内容〕 

○観光交流施設（公

共施設）整備 

○立体駐車場整備 

○広場整備 

○堤防一体空間整

備 

 

〔実施時期〕 

平成 25年度～ 

平成 32年度 

市 （中央二丁目地区・区域面積＝

約1.4ha） 

被災市街地において、街なかの

賑わい創出を図るため、川と一体

的なまちづくりとして、生鮮マー

ケット・公共施設・交通広場等で

構成される観光交流拠点を土地

区画整理事業等により整備する。 

本事業は、2拠点施設の利用者

数及び歩行者・自転車通行量の増

加に特に効果のある事業である。 

〔支援措置〕 

復興交付金（被

災市街地復興

土地区画整理

事業・基幹事

業、効果促進事

業） 

 

〔実施時期〕 

平成 26年度～ 

平成 32年度 

 

〔事業名〕 

石巻駅周辺整備事

業 

 

〔内容〕 

○道路整備 

 

〔実施時期〕 

平成 26年度～ 

平成 32年度 

市 都市核拠点である石巻駅周辺

地区の道路等の整備を行う。 

石巻駅北側と南側を結ぶ小川

町踏切について現在一方通行と

なっており、道路を拡幅し相互通

行にすることで石巻駅周辺の交

通渋滞の緩和が図られる。 

本事業は、定住人口及び歩行

者・自転車通行量の増加に効果の

ある事業である。 

〔支援措置〕 

社会資本整備

総合交付金（復

興枠） 

 

 

〔実施時期〕 

平成 28 年度～

平成 32年度 

 

〔事業名〕 

立町大通り再生事

立町大

通り商

立町大通りアーケードは昭和

50年代に建設されたが、老朽化が

〔支援措置〕 

商店街まちづ
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業 

 

〔内容〕 

○老朽化したアー

ケードの撤去等 

 

〔実施時期〕 

平成 26年度～ 

平成 27年度 

店街振

興組合 

激しいことから、街のイメージア

ップを図るため、アーケードを撤

去した後、立町大通りと合わせた

街並みの整備を進める。 

本事業は、定住人口、2拠点施

設の利用者数、歩行者・自転車通

行量の増加に効果のある事業で

ある。 

くり事業 

 

〔実施時期〕 

平成 26年度 

 

（4）国の支援がないその他の事業 

事業名、内容 

及び実施時期 

実施 

主体 

目標達成のための 

位置付け及び必要性 

国以外の支援 

措置の内容 

及び実施時期 

その他 

の事項 

〔事業名〕 

まちなか避難訓練 

 

〔内容〕 

○避難訓練の実施 

 

〔実施時期〕 

平成25年度～ 

地域住

民・ 

商店街

等 

中心市街地内で地域住民、商店

街等で連携し、避難訓練を実施す

る。 

本事業は、定住人口の増加に効

果のある事業である。 

〔支援措置〕 

 

 

〔実施時期〕 

 

 

〔事業名〕 

住吉公園整備事業 

 

〔内容〕 

○シェルター（東屋）、

ベンチ、植栽等の整備 

 

〔実施時期〕 

平成30年度～ 

平成32年度 

 

国土交

通省・

市 

市民の憩いの場となっていた

住吉公園は、震災により大きな被

害を受け、河川堤防事業とあわせ

た再整備が必要となっている。 

中心市街地の拠点である同公

園の機能を回復するための整備

を進めるとともに雄島も再生し、

石巻の歴史や文化、川湊の面影を

後世に伝える場としての再生を

目指すものである。 

 本事業は、定住人口及び歩行

者・自転車通行量の増加に効果の

ある事業である。 

〔支援措置〕 

 

 

〔実施時期〕 

 

 

〔事業名〕 

立町大通り商店街再

生加速化支援事業 

立町大

通り商

店街振

平成２７年３月に作成した「街

並みづくりのデザインブック」に

基づき、ハード面では歩道の整

〔支援措置〕 

宮城県商店街

再生加速化支
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〔内容〕 

○歩道の整備、空き地

活用の検討 

〇商店街の情報発信、

イベントの実施 

 

〔実施時期〕 

平成29年度～ 

平成31年度 

興組合 備、空き地の利活用の検討を進

め、ソフト面では商店街の情報発

信、イベントの実施により、商店

街利用者の増加を図る。 

本事業は、歩行者・自転車通行

量の増加に効果のある事業であ

る。 

援事業費補助

金 

 

〔実施時期〕 

平成 29年度～ 

平成 31年度 

 


